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第第３３回回エエココツツーーリリズズムム大大賞賞  
  

－－概概要要－－  
 

 

エコツーリズム大賞の趣旨 
エコツーリズムに取り組む個人、事業者、団体、自治体などを対象に、優れた取り組

みを表彰し、広く紹介するもので、全国のエコツーリズムに関連する活動の質的・量的

向上並びに、情報交換等による関係者の連帯感の醸成を図ることを目的とします。 

 

 

 

第３回エコツーリズム大賞の経緯 
平成１９年 ８月２４日 公募開始  

１０月 ４日  応募締め切り ６４件の応募 

１０月１５日  審査委員会開催 大賞１点、優秀賞３点、特別賞６点を選定 

１１月 ９日  受賞者の公表 

１１月１８日 表彰式（エコツーリズムシンポジウム） 

 

 

審査委員会 

下村 彰男 東京大学大学院農学生命科学研究科教授 （審査委員長） 

奥山 隆哉 社団法人 日本旅行業協会理事・事務局長 

海津 ゆりえ 特定非営利活動法人 日本エコツーリズム協会理事 

桜井 義維英 特定非営利活動法人 自然体験活動推進協議会理事 

佐藤 博康 松本大学総合経営学部観光ホスピタリティ学科学科長・教授 

 

 

 



＝＝  大大賞賞  ＝＝  
 

認定特定非営利活動法人 霧多布湿原トラスト 

（北海道厚岸郡浜中町） 

 

 

 

【応募概要】  

霧多布湿原の保全を、ナショナルトラスト活動とエコツアーを繋げながら行っている。地元の

漁師や酪農家による「暮らしから学ぶツアー」に加え、今年からは地元の主婦層による「ワンデ

ィシェフ」や東京都多摩動物公園とのパートナーシップ協定も始めている。 

 

【講   評】 

トラスト活動という形で地域の環境保全から始まった取り組みが、エコツアーや地域貢献活動

との連携により、エコツーリズムとしてより深く、より大きく展開している姿勢が評価される。 

湿原の保全活動とガイダンスを結びつけ、かつ漁師や酪農家など地元の生業と連携したエコツ

アーを実施している。生態系調査では、地元小中学校の総合学習の活動にも連動させ、安定した

活動を継続している。これまでの活動に加え、今年度は、地元の食材を使った「ワンディシェフ」

というプログラムにより地元（特に主婦層）への還元を図ったり、地域と都市部を結ぶ自然保護

の試みとして、東京都多摩動物公園とのパートナーシップ協定を結ぶなど、さらに活動の幅を広

げている点も評価される。 



＝ 優秀賞 ＝ 
 

いしかわ自然学校 

（石川県金沢市） 

 

 

【応募概要】 

平成１３年に開校した全国初のネットワーク型の自然学校で、約５０の団体が、石川県の自然

や施設を利用しながら、約３８０本、延べ９３０日に及ぶ自然体験プログラムを提供し、人材育

成にも取り組んでいる。 

 

【講   評】 

ネットワーク型の取り組みで、数多くの団体が関与しているため、全体としてバランスの良い

総合的な支援型組織になっている点が評価される。 

全県的な組織として体制がしっかりしており、明確な方向性を示しつつ、大きな影響力を有し

た動きになっている。自然学校としての人材育成、プログラムづくりに歴史および実績があり、

各種マニュアルやガイドラインの整備により、プログラムの品質担保に大きく貢献している。 

 

 



 

海
かい

島
とう

遊民
ゆうみん

くらぶ （有限会社 オズ） 

（三重県鳥羽市） 

 

 

【応募概要】 

島民や地元住民への気配りをガイディングに組み込みながら、地元の人々と積極的に交流し、

地域の魅力を十分発揮できるように心がけられたエコツアー。今年からは、自主ルールの共有化

を他団体とも始め、エコツーリズム推進に向けてインフォメーションセンターを設立している。 

 

【講   評】 

昨年度の特別賞受賞より、さらに活動に広がりが見られ、全体的にバランスの良い成長が評価

される。地元の漁師や旅館の若女将などの宿泊関係者が、共同でエコツアーに協力参加するスタ

イルは、今後、他地域へのモデルになることが期待される。 

また、ユニークな自主ルールを他団体と共有化し、エコツーリズムを基本理念にしたインフォ

メーションセンターを創設するなど、個別の点としての活動から、線あるいは面を意識した活動

への進展が評価される。 

 

 



 

させぼパール・シー 株式会社 

（長崎県佐世保市） 

 

 

 

【応募概要】 

エコツアーに活用する海域を調査・研究し、自然環境の保護を前提に、絶滅危惧種等が生息す

る貴重な地域であることにも触れながら、プログラムを実施している。さらに漁業従事者との連

携を図り生活環境への配慮も欠かさず、ボランティアガイドの研修等も行っている。 

 

【講   評】 

一民間企業の取り組みとしては、環境保全や地域活性化への配慮がよくなされており、地域の

自然環境や社会を資源として、継続的に経営されていることが評価される。 

モデル事業終了後も、事業体としてエコツーリズムの普及に努められ、ボランティアガイドの

研修などを定期的に行っている。特に、地域の自然環境に関する調査や研究を継続的に実施し、

それを保全活動やガイダンスへ応用する姿勢は、高く評価される。 

 



＝ 特別賞 ＝ 

 

体験村・たのはた推進協議会 

（岩手県下閉伊郡田野畑村） 
 

 

【応募概要】 

地元漁師ガイドによるサッパ船(小型漁船)を使ったエコツアーや、海のアルプスと謳われる北

山崎の断崖や海岸線を歩くトレッキングツアーなど、“地域の営みと環境に目を向けた体験プロ

グラム”を通して、通過型観光から滞在型観光への転換を図っている。 

 

【講   評】 

北山崎などでの景観鑑賞を中心とした通過型観光から、自然、歴史および人的資源を活用した

体験プログラムによる体験活動を核としたエコツーリズムへの転換の努力およびその実績が評

価される。自然環境と共存してきた証人（地元の本物漁師ガイド）等によるプログラム開発や、

インストラクター育成を、きちんと安全講習等も含めて実施し、活力の失われつつある農山漁村

において、交流人口の拡大を図り、コミュニティを維持していく姿勢は、高く評価される。 

 

二戸市 

楽しく美しいまちづくり推進委員会 

（岩手県二戸市） 

 

【応募概要】 

全国でブームになっている「宝さがし」を、平成４年度から市民総参加で始めている。 

また、宝を守り、活用し、将来にわたって継承するため「二戸市宝を生かしたまちづくり条例」

を制定し、地域資源や貴重な動植物の保護活動等を、住民と行政が協力して行っている。 

 

【講   評】 

二戸市の市民と市職員で「楽しく美しいまちづくり推進委員会」を組織し、平成４年に始めた

「宝探し」が、今や全国的なブームになっている。このように住民と行政が一体となって地域の

宝を掘り起こし、まちづくり活動から出発して、エコツーリズムへと展開している点が、他地域

に対するモデルとして評価される。 

さらに保全を担保する地域独自の取り組みとして、平成１２年に「宝を生かしたまちづくり条

例」を制定し、ヒメボタル等をはじめとする貴重な動植物の保護にも取り組んでいる。 

 



 

裏磐梯エコツーリズム協会 

（福島県耶麻郡北塩原村） 
 

 

【応募概要】 

今年度、自主的な推進組織として「裏磐梯エコツーリズム協会」を設立した。地域住民に最も

馴染みやすい「エコツーリズムカレッジ」では、裏磐梯（地域）学、育成学、保全学などの講座

を開講し、「住んでよし、訪れてよし」の裏磐梯を目指して活動している。 

 

【講   評】 

他地域がモデルとしているエコツーリズムカレッジの推進主体であり、モデル事業終了後、住

民組織として独立し、活動の継続性が担保されている。住民参加型モニタリングに取り組むなど、

保全と活用、地域振興のバランスがとれている点が評価される。 

エコツーリズムカレッジによる広報・人材育成活動を先行、継続させ、今年度、裏磐梯エコツ

ーリズム協会を設立するなど、単にエコツアーを展開するということではなく、総合的に展開す

るとともに、どの段階で何をするのかが、きちんと計画され、着実に進展されている。 

 

 

有限会社 リボーン 

（エコツーリズム・ネットワーク） 

（東京都新宿区） 

【応募概要】 

旅行前に、訪問地域の伝統文化や住民意識を学ぶセミナーなどを開催し、充実したツアーにな

るよう演出している。常に優良なガイド、環境に配慮した施設を利用し、訪問先の住民との協働

体験を組み入れ、特に国内では天ぷら油リサイクルバスバスを利用したエコツアーを実践してい

る。 

 

【講   評】 

エコツアーを実施するランドオペレーターとの連携を図り、BDF（バイオディーゼル燃料）で

走るエコバスを利用するなど、エコツーリズムに取り組む旅行業者のスタイルとして、モデル性

がある。訪問先のランドオペレーターの選択においても独自の姿勢を貫き、CSR に熱心な企業と

コラボレーションを図るといった点なども評価される。 

また、エコツーリズムに関わる事業展開が、ビジネスモデルとして成り立つかどうかを、継続

的に実証している点も評価に値する。



 

高山市乗鞍山麓五色ヶ原の森 

（岐阜県高山市） 
 

 

【応募概要】 

乗鞍山麓五色ヶ原の森での取り組みでは「利用と制限」を重視し、「一日当たりの入山者数制

限と、全て有料のガイド同行」というコンセプトを、市の条例を制定するなどして、実効性のあ

るものにした。 

 

【講   評】 

市の条例により、一日当たりの入山者数制限と、全て有料のガイド（条例上は「森の案内人」）

同行とすることを可能にし、日本では、先進的な地域事例として評価される。これにより、現在

４８人のガイドが業務にあたっているが、全員が高山市民（うち半数が地元住民）であり、雇用

機会の増加に貢献している。 

また、ツアー参加者の大半が宿泊を伴うことから、地域内での宿泊客数の増加も見られている。 

 

 

針
はり

江
え

生水
しょうず

の郷
さと

委員会 
（滋賀県高島市） 
 

 

【応募概要】 

湧き水を生活に利用した「かばた」の暮らしや環境保全の大切さを、地域内外に発信し、次世

代に継承していくため、毎月２回「命巡る水辺ツアー」などのエコツアーを実施している。 

また地元経済の活性化のため、そのガイド料等に地域通貨を活用している。 

 

【講   評】 

地域の生活文化である「川端（かばた）」と呼ばれる湧き水との関わりを資源として、環境の

保全・整備や地域の活性化につなげる工夫が成されている点が評価される。 

小規模ではあるが、定期的にツアーを実施するまでに至っており、その他にも地域通貨の活用

など多様な取り組みが行われている。住民主体の組織として、バランスよく安定感のある活動実

績が評価される。 

 



第３回エコツーリズム大賞募集要領（抄） 

 

■ 表彰対象 

   地域の自然環境や歴史文化を保全しつつそれらを体験する「エコツーリズム」に関連し、

環境保全活動を取り入れた取組みや、様々な自然体験（農林水産業体験や生活文化体験を

通じた自然環境への理解につながる活動なども含む）の取組み、その他の取組みについて、

環境保全や地域活性化、良質な体験提供等の視点から特に優れた活動を行っている個人、

事業者、団体、自治体などを対象とする。 

 

■ 応募資格 

（１）エコツーリズムに取り組む個人、事業者、団体、自治体（ツアー事業者、宿泊業者、

交通事業者、コンサルタント、地域団体、地域のグループ、地方公共団体など） 

（２）経験年数、法人格の有無、種類を問わない。     

（３）自薦・他薦の別を問わない。       

（４）過去の各賞受賞者も応募資格がある。 

 

■ 審査方法 

エコツーリズム大賞審査委員会において、別に定める審査基準により評価を行う。 

総合的に優れた取組みに対しては『エコツーリズム大賞』、それに準じて総合的に優

れているもしくはリーディング的な取組みに対しては『エコツーリズム優秀賞』、萌芽

的もしくは特定の分野での優れた取組みなど奨励すべき取組みに関しては『エコツーリ

ズム特別賞』を授与する。 
   

■ 審査基準 

エコツーリズムに関わる取組みの実績を有し、その推進に貢献している個人、事業者、

団体、自治体、地域等に対し、次の観点から審査を行う。 

（１）地域の体験または情報が良質に提供されているか  

（２）地域資源の保全と持続的利用に向けた取組みがなされているか 

（３）地域の振興や活性化に貢献しているか 

 


